
   2019 年度 唐津市立馬渡小中学校 校内研究計画 

１ 研究主題 

   研究主題(仮)：思考力・判断力・表現力を高める学びの追求 

            ～家庭学習と読解力を高める学習指導を通して～ 

 

２ 主題設定の理由 

（１） はじめに 

児童生徒は，島の最盛期の人口に比べると現在の人口は 1/5 の 350 人にまで減っていること

や，島を取り巻く自然環境は次第に水産業を営むには困難になりつつあることなどを家族や島

の住民から聞いている。子どもたちは，将来島に留まるにしろ，島を出て自活するにしろ，今

後の日本が直面する社会・環境・エネルギー・資源・食料・人口等の問題に正面から向き合っ

て生きていくことになる。彼らのおかれた環境で活躍していく上で，最後に頼ることのできる

自己を育てることは大変重要である。そこで，９年間の小中連携の学習過程を通じて，職員が

共通の意識をもって子どもたちの育成を図ることが重要である。 

  （２）児童生徒の実態 

    本校は少人数（4 月 1 日現在 35 名）の小中併設校であり，授業規模も極少人数（最少２名） 

で行う学年・教科もある。授業や小中児童生徒交流等で，人前での発言の機会に恵まれている

ため，授業や全校行事においても，自分の感想等を言うことには抵抗のない児童生徒が多い。

しかし，自ら課題を設定して計画し実践していく力や，自分の考えを論理的にわかりやすく話

す等の思考力・判断力・表現力が十分育っていないのが現状である。また９年間，単一学級で

人間関係が固定化されているため，児童間，生徒間の学習に対しての競争意識が低い傾向にあ

る。家庭環境や生育歴により学習の習慣が十分に身についていないことから基礎学力の定着が

不十分な児童生徒も見られる。そのため学力には個人差が大きい。 

 （３）研究の過程 

   これまで、本校では，“主体的・対話的で深い学びの追求”を目指し学びの常態化に努めてき 

た。研究を通して，各学年や教科領域，あるいは極小規模に応じた主体的・対話的で深い学び

を「あいタイム」として具現化し，それを共有することで一定の成果を収めることができた。

また、昨年度は自己評価としてルーブリック評価を取り入れ、児童生徒の学習意欲を高め、S

評価取得に向けた手立てを授業に盛り込むことで、積極的に S 評価を目指す児童生徒の育成を

図ることができた。この評価により、児童生徒の自己評価と教師評価のずれを減らすことがで

きた。 

 取組の中で、改めて明らかになってきたことは、児童生徒に基礎的基本的な知識の定着や、

読み書き計算の定着や読解力などの重要性である。あいタイムで、一定のアウトプットする能

力の育成が図ることができた今こそ、インプットする能力と、基礎的基本的な知識の習得が望

まれる。それには、家庭学習の指導も欠かすことはできない。そこで，「思考力・判断力・表現

力を高める学びの追求」をテーマに掲げ、サブタイトルとして「家庭学習と読解力を高める学

習指導を通して」ことにした。 

そこで本年度は以下の三点を重点とする。 

 一つ目は，「読解力」の育成である。（授業改善部） 

二つ目は，学習習慣を身につけることと，学習の定着と思考力をさらに高めるための家庭学

習指導の工夫である。（学習習慣部） 

三つ目は，実生活のアウトプットの場面で、授業で培った読解力を発揮して社会に出た時に

役に立つ実践力を学校の行事運営の場面で身につけさせることである。（交流活動推進部） 

これら三つの取組を通じて，「最後に頼ることのできる自己」を身につけた２１世紀を生き抜

く児童生徒の育成を図りたいと考え，本主題を設定した。 

 

３ 研究の目的 

   ・授業において考え方・能力を養わせることをねらいとした主体的・対話的で深い学びを通し

て，思考力・判断力・表現力等の育成を図る。 

   ・思考力・判断力・表現力等を高めるための家庭学習習慣の定着を図る。 



♦ 授業改善部の目標 ♦ 

「あいタイム」のねらいの明確化 
～学習評価の工夫を通して～ 

 

      ♦学習習慣部の目標♦ 

学習習慣の確立・充実 

♦交流活動推進部の目標♦ 

学習習慣の充実・深化 

   ・行事等の中で，思考力・判断力・表現力を高める場を設定し，実践力の向上を図る。 

 

 ４ 目指す児童生徒像 

   ・授業や行事の中で，これまで身につけた思考スキルやコミュニケーションスキルを使って，

適切な思考・判断・表現を行い，友達と共に共通の目標達成に向かい努力する児童生徒。 

 

５ 研究の仮説 

  小中の教育活動において，授業や活動のねらいに対する視点を明確にした上で，話し合いの場，

お互いの意見を交流する場を有効的に設定することにより，児童生徒は学習意欲を高め，他者と

係わる力やコミュニケーション能力が高まり，思考力・判断力・表現力を身につけていくことが

できるであろう。 

 

６ 研究の内容 

 以下の（１）～（３）の部会に分かれて研究を行い，適宜アンケート等を実施して変容を見る。 

（１）「あいタイム」のねらいを明確にした効果的な授業づくりの研究（授業改善部） 

・一人一回の研究授業と授業研究会の実施 

・学習環境の工夫や，学習課題（スモールステップ～ジャンプ課題）の立て方・与え方や， 

思考を促すツールの活用や，思考スキルの定着や，「あいタイム」実施や，評価（教師・他 

者評価や自己評価やルーブリック評価）の工夫 

  

（２） 学習習慣の工夫改善（学習習慣部） 

・読み書き計算をはじめとする基礎基本の定着を目指した取組 

・基本的生活習慣の定着に向けての実態把握と指導の取組（冊子「馬渡小中学校の勉強のし 

 かた」を元にした学習指導の授業実施，学活ノート改善の取組 

・思考力・判断力・表現力を高める宿題や定期テスト等の取組 

・中学校の定期テスト中に合わせた小学生の強化勉強習慣実施 

 

（３）様々な形態での交流活動の推進（交流活動推進部） 

・文化的行事，体育的行事などの学校行事での小中一貫活動の取り組み 

・スピーチ朝会等における効果的な表現活動の在り方の検討 

・全校，小中別，縦割り班別，異学年同士など交流活動の計画と実施 

・ 

 

７ 研究構想図（現在検討中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仲間磨き 自分磨き 

学び磨き 

思考力・判断力・表現力を高める学び 

自分磨き 仲間磨き 
自信 安心感 



 

８ 研究の組織 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 具体的提案 

 今年度は、読み書き計算能力・読解力の向上、各教科の知識の定着に取り組む。 

宿題の質・量、「成長する思考力」の使い方、リーディングスキルテスト、朝の時間の活用方法、 

 

読解力を高める実践 ← 具体的な方法はまだ分からない（その方法を探る！） 

リーディングスキルテストを受けて、どの程度読むことができているのかを把握する 

 

中学校の朝の時間の過ごし方 

月曜日 → 朝自習（成長する思考力？）←担任が解説 ３つのグループに分けて実施？ 

火曜日 → 朝自習（漢字テスト） 

水曜日 → 集会 

木曜日 → 読み聞かせ 

金曜日 → はえなわタイム？（英語の単語テスト） 

 

中学校は国語・英語・数学は毎授業後に宿題を出す。 

小学校は漢字・計算・音読＋自学に取り組む。 

 

１人１回の授業公開をする。 

指導案は簡単に、授業展開（あいタイム）＋ルーブリック評価 

授業後に後鑑会を行う。 

 

１０ 研究計画（別紙に各部の部会長がたたき台を記入の上，5/15 の校内研修で提案） 

研究計画（★2019 → 07 教務部 → 01 校内研修 → 2019 → 04 研究主任フォルダ 

→ 01 毎月のレジュメ → １回 → 2019.校内研究.年間計画 に入力） 

部会長を中心に計画を練り，５月１０日（金）までに入力をお願いします。 

入力を済ませたら三浦に一声おかけください。 

 

 

 

 

 

 

研究推進委員会（校長，教頭、教務，研究主任）※必要に応じて各部代表を招集する 

全体会 

≪授業改善部≫ 

高田・山本・野﨑・ 

  坂田 

坂田・ 

中山 

 

≪学習習慣部≫ 

波多江・堤・三浦省・

黄 

≪交流活動推進部≫ 

山﨑・池田翔・三浦早・ 

畠中・大西 

大西 

 



 

（資料１）「あいタイム」のモデル案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

月 全体会 授業改善部 学習習慣部 交流活動推進部 

1 

学 

期 

4 
4/4 第１回 

4/10 第２回 

・昨年度の研究について   ・組織と役員決め 
・３部グループ研（年間活動計画・今年度の取り組み）後日各部から報告 
・全体研究授業，グループ授業研決め 

5 5/15 第３回       

6 6/12  第４回       

7 7/17  第５回  リーディングスキルテストの結果考察 

夏
季
休
業 

  

・各部ごとに日時

設定。 １学期の

研究の成果と課題 

・学テ等分析 

・１学期の振り返り，活動計画及び活動内容修正，アンケート集約等 

 

・学テ等分析 

２ 

学 

期 

9 9/11  第６回       

10 10/9  第７回       

11 11/6  第８回       

12 12/4  第９回       
冬
季 
休
業 

    
・各部ごとに研究のまとめ作成，２学期の振り返りおよびアンケート集計 

・各自研究授業のまとめ 

３

学 

期 

1 1/15  第１０回       

2 2/5   第１１回       

3 3/18  第１２回       

 



「あいタイム」を位置付けた指導案例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「あいタイム」 

個人での思考の後に

班（ペア、グループ、全

体）での思考（言語活動）

を行う。「あいタイム」が

グループで行う必然性

のある言語活動になる

ような課題設定を行う

ことが必要である。 

 

 



 

資料２ ルーブリック評価（事前に評価基準を提示する自己評価・教師評価） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ 

「勉強のしかた」資料 

資料３ 新・学活ノート 



資料５ 「スピーチのめあて」 


